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１．日本学生オリエンテーリング選手権大会（2019年 3月） 

 

1-1 成績（LapCenter より） 

◆ミドル・ディスタンス競技部門 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

◆リレー競技部門 

 

 

  

男子一般 MUB 

男子選手権 女子選手権 

女子選手権 
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  男子選手権 

  ミス率 

（Lapcenter） 

1 走 長山 28％ 

2 走 山田 34％ 

3 走 青木 20 個中

12番コントロール到

着時で 1 時間 27 分 
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[参考データ] 前年（2018年 3月）の男子リレー成績（LapCenter より） 

  ミス率 

（Lapcenter） 

1 走 長山 42％ 

2 走 久保 30％ 

3 走 木下 9％ 
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1-2 参加した部員より報告 

 

二度目の春インカレを終えて   長山真也 

 今回で二度目の春インカレは、片斜面のテレインで難易度が高いということで、直進とそ

れに伴う現在位置把握に努めることを第一の目標とした。 

 一日目のミドル競技ではＭＵＢを走った。道走りをしながらその途中で 100ｍ程山に入る

というレックが多く、大体は良いペースで周れた。だが、二か所ほど歩測をし損ねた為に地

形をしっかりと読み取れずに大幅なミスをしてしまった。この点はかなり反省し、走り始め

たら常に歩数を数えることを忘れないように心がけた。 

 二日目のリレー競技では１走を務めた。スタートは周りに離されすぎないようにしなが

ら走っていたが、直進で藪や周りに流されて別のポストに着き、大きく時間を遣ってしまっ

た。その後は前日と同じ失敗をしないよう気を付けながら、確実に直進をメインに使って進

めていったが、9→10 で現在地把握で立ち止まりすぎたのは痛いと考える。何より、14→15

で逆正置をして 100ｍ以上進んでしまったのが一番のミスだ。原因として焦っていたことと

比較的特徴的な地形が途中にあるので地図をよく見ずに直進を始めてしまったことを挙げ

る。 

 今回のインカレは、初日の反省を活かすことが出来、二日目はかなりの大きなミスをした

点以外のポイントでは焦らずに概ねプラン通りに走ることが出来たので去年よりも成長出

来ていることを実感した。課題としては、歩測、正置の習慣化、不整地を安定して速く走る

ことを挙げる。その為にも反復練習を心掛けていく。（2019 年 3 月 25 日） 

 

 

2018 年度 日本学生オリエンテーリング選手権大会 ミドル・ディスタンス，リレー競技

部門を終えて   山田徹 

 オリエンテーリングを始めて 2 年であ

るが，今回の 2018 年度 日本学生オリエ

ンテーリング選手権大会 ミドル・ディス

タンス，リレー競技部門(以後春インカレ)

が，インカレ初参加であった．2 年の間に，

様々なオリエンテーリングの大会に出て

きたが，春インカレは，他の大会と日程や，

緊張感が全く違っていた．オリエンテーリ

ングの大会では，感じたことがなかった緊

張感が，会場全体から漂い，普段通りの走

りができるか少し不安であった．初めての

参加だったため，わからないことも多く，



6 

 

いろいろなことが勉強になった． 

ミドル前日のモデルイベントで，少々不安が心にあった中始まったミドル部門では，自分

の細かいミスが目立った．冷静な走りができていなかったため，自分では気づいていなかっ

た大会の空気感にのまれていたのではないかと思う．ミドルの反省を踏まつつ，翌日のリレ

ーに臨んだ．当日は想像より会場が冷え込み，体が動きにくいことは，レースが始まる前か

らわかっていたが，事前の準備の甘さもあり，スタート時は体が温まり切っていなかった．

前日の反省を生かし，慎重なレース展開を意識した．しかし，前日のミスが頭に残りすぎた

ため，慎重すぎて，いらないタイムロスをしてしまった．また，経験不足からくるロングレ

ッグでの距離感がつかみきれず，想像通りに走っていたのに，疑いながら走るという中途半

端な結果となってしまった．その結果，レース前の想像より遅いタイムになってしまった． 

今後は，今回浮かび上がった反省点を練習や，その他の大会で改善を行っていきたい．小

さなミスを減らしつつ，大胆かつ正確なレース展開をしていきたいと思う．（2019 年 5 月 1

日） 

 

 

 

 

 

2019 年 3 月 

インカレメンバー → 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018 年度追いコン 

（青木と植木を送別） 

        → 
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２．2019年度卒の 4年生の言葉 

 

4年間の振り返りと後輩へのメッセージ   坂井隆正 

 私が OTC に入った理由の一つは、「山の中を走る」

という行為そのものに惹かれた事でした。私は中学高

校と陸上をやっていましたが、タイムを 1 秒でも短く

するため、少しでも相手より速くゴールするためとい

う緊張感の中で走り続け、6 年間続けた割には走って

いる最中に楽しいと感じた瞬間はほとんどなかったと

言ってもいいくらいで、大学に入っても陸上を続けた

いという思いはなかったです。それでも走るという行

為好きだったので、トラックのように同じ景色の中で

走り続けるのではなく、毎回違う自然の中を走るとい

うトレイルランニングは、自分にとって最適解のよう

なスポーツでした。ただ同時期に入った部員が自分を

除いて同学年で 5 人程、他学年にも何人かいたのです

が途中から会う回数が減少し、2 年になる頃には一人

になっていたのは予想外でした。その時にトレランの

唯一の先輩もいなくなったのは更に予想外でした。 

 サークル活動としては、1 年生の時が一番多く大会

やイベントに参加していて、年を追う毎に学業や他の

サークルの活動で参加自体が少なくなってしまったの

ですが、その中で印象に残っている活動は、1 年生の

時に白山ジオトレイルのスタッフを担当した事です。

7 日間山に入って約 250km 走るという今思い返して

もよくわからないイベントで、最後の方は心身共にボ

ロボロ状態でした(因みに自分は全ての距離を走った

わけではありません)。しかし、夜の山をヘッドライト

着けて走り、早朝には白山頂上で雲海に浮かぶ日の出

を拝み、下山時には山頂付近の雪解け水をそのまま飲

んだりと、全ての体験が自分にとって新鮮で、楽しか

った思い出です。また、3 年の時に OTC のメンバーと

出た 5 時間金沢リレーマラソンでは、走者が 5 人と他

のチームに比べて少なかった分回転率が高かったです

が、全員で襷をつないで雨の中なんとか走りきること

ができ、当初の目標だった周回数(確か 60 周程)を超え
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られたのは良かったです。それから、1 年の時に出たオリエンテーリングの秋インカレで、

2 時間くらい彷徨ったのは今ではいい思い出ですが、オリエンはまだ満腹状態です。 

 サークルは引退しますが、トレランやウルトラマラソンなどにはこれからも参加したい

と思っているので、サークルで学んだことを糧にこれからも楽しみたいと思います。 

 

後輩へのメッセージとして、まずは感謝を。自分はトレランを中心にやっていたので、今

の 3 年生(特に長山と山田)には、オリエンに関する全ての仕事を担ってもらっていました。

私が 3 年の時の部長とかほとんど肩書きしかなかったです。本当にありがとうございまし

た。助かりました。後輩全体へは、やりたいと思ったことを全力で楽しんで下さい。今の時

期にしかできないことがたくさんあります。大学生活は限られているので、その時間を大切

に。別にやりたい事がオリエンやトレランでなくともいいと思います。何か目標や目的を定

めて有意義な大学生活を送って下さい。ただ、卒業するためにはやらなきゃならないことも

あるので、学業の方も程々に頑張って下さい(特にうちのサークルには前例が多いので)。 

最後になりましたが、顧問の円井先生には本当にお世話になりました。この場を借りてお

礼を申し上げます。ありがとうございました。先生と会話しながらの八束穂ランは毎回楽し

かったです。また、どこかの大会で再会できるのを楽しみにしています。（2020 年 3 月 5

日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集：円井基史（顧問）  発行：2020年 3月 7日 


